
新千歳空港に巨大メッセージボードが出現！
～デジタル全盛のいま、あえて手書きの熱量を～

2026年3月4日(水 )

北海道エアポート株式会社

新千歳空港事業所

新千歳空港を運営する北海道エアポート株式会社は、3月9日(月)より新千歳空港国内線旅客ターミナル

ビル2階 センタープラザに、期間限定で全長15mの巨大メッセージボードを設置します。

このメッセージボードは、多くの人が新たな一歩を踏み出す季節に、デジタルでは伝えきれない力強い

想いを、あえて「手書き」で残すことで『大切な人たちに思いを伝える』企画として設置するものです。

また、別れと出会いが交錯する空港という場所で、旅立つ人と見送る人の思い思いの感情をのせた「参加

型アート」として春の空港を盛り上げます。

この機会に新千歳空港にぜひお越しください。

Information

名 称

期 間

場 所

仕 様

利用方法

主 催

：「大切なひとたちに想いを伝えよう」

新千歳空港 春の巨大メッセージボード設置プロジェクト

：2026年3月9日(月) ～ 2026年3月31日(火)

：新千歳空港 国内線旅客ターミナルビル2階 センタープラザ

：全長15m、高さ2.1ｍの木製パネル（書き込み可能な幅は約11m）

：会場に用意された5色の油性ペンを使用し、どなたでも自由にメッセージを

書き込むことができます

：北海道エアポート株式会社
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概 要

＜本件に関するお問い合わせ＞

〇報道の方のお問い合わせ先 北海道エアポート㈱ 新千歳空港事業所 管理部 総務課
TEL：0123-46-5100  

〇お客様のお問い合わせ先 北海道エアポート㈱ 新千歳空港事業所 リテール部 リテール課
TEL：0123-46-5115

〇人生の節目を見守る場所として

3月は卒業、進学、就職、転勤など、多くの人々が新たな一歩を踏み出す季節です。北海道の空の玄

関口である新千歳空港は、単なる交通の通過点ではなく、数えきれないほどの「別れ」と「出会い」が

交錯する場所でもあります。

私たちは、この場所だからこそ溢れ出る素直な感情や、大切な人への感謝の言葉を大切にしたいと考

えました。本企画は、行き交う人々の想いを「風景」として可視化する試みです。

〇デジタル時代にあえて提示する「アナログ体験」の価値

SNSを使えば一瞬で言葉を届けられる現代において、あえて私たちは「その場に行かなければ伝えら

れない」「その場に行かなければ見られない」というリアルな体験の価値を提示します。

全長15mの巨大なキャンバスに、自分の手でペンを走らせる。その筆跡に残る体温や、想いを乗せて

書かれた文字の熱量は、デジタルのテキストでは代替できない力強さを持っています。

〇地域と利用者を繋ぐ「想いの交差点」へ

本ボードは、旅行者だけのものではありません。地元・北海道にお住まいの方々にとっても、空港が

「大切な人を送り出す場所」としての意味を再確認できる場となることを目指しています。

地元の方々が書き込む「行ってらっしゃい」「また帰ってきてね」という温かいエールは、北海道を

旅立つ人々にとって何よりの励みとなり、また訪れる人々への歓迎の証となります。

期間中、徐々に埋め尽くされていくメッセージの数々は、地域と利用者が共に創り上げる「未完成の

アート」として、春の空港を彩ります。
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